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地すべり分野における斜面の危険度評価の取り組み

Efforts of landslide susceptibility mapping for slope disaster risk

evaluation
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　本発表では，斜面のリスク評価に必要な地すべり危険度評価手法の現状や取り組みについて事例を紹介した

い．斜面災害の発生様式は，地質・地形的な素因によってコントロールされる．例えば，未固結な火山噴出物

からなる斜面では，表層崩壊や流動性の高い地すべりが発生する。また，層理面の連続性に富んだ堆積岩地域

では，流れ盤斜面における大規模な並進すべりや，急崖をなす受け盤斜面において表層崩壊が発生し易い．す

なわち，地すべりの危険度評価に用いられる要因データやその重みづけは，地域の地質・地形条件を背景とし

た地すべりの発生様式に対応したものとなる．一方で，実効雨量や土壌雨量指数といった雨量指標が土砂災害

警戒情報の発表に利用されているが，地域の地質・地形条件を十分に考慮したものではない．このため，評価

単位としての空間分解能は5km四方にとどまっており，斜面単位での地すべり危険度評価や危険領域の区分に

は課題が残されている．また，複雑な地質構造や地下水文条件を背景として発生するすべり面の深い大規模な

地すべりの評価は一般には困難である． 

 

　本発表では，地質・地形条件を考慮した斜面の危険度評価手法の検討事例として，（公社）日本地すべり学

会によるAHP法を用いた地すべり地形の危険度評価，地震時の地すべり危険度評価，および火山地域における

豪雨時の斜面崩壊の危険度評価手法の開発，また，最新の取り組みとして，斜面浅部の地下水位上昇量の簡易

予測式による評価手法などを紹介したい．
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